
















































































































g、 f .三十六字之母、 jnu於韻会、可詞明切也己、 g.故用是詳校各本誤字、列子
篇首、以侠大方筆削去、 h.至大戊申清明前一目、信安朱宗文彦章替、
ここで遠藤氏が新しい見解を示されたのはとくに eの部分であるが、それと関






























































における「見経竪」の音は、各々 gen. gei:o . genであり、 r字韻』冒頭町字「公J
gugと同一声母Eを有している。これら見母の音が当時全て Eであったとするな
らば、何も等韻学的用語で指定しなくとも、『字韻』の標音のみでその音価が g








































































































































































































































































角 正清次清正濁次濁 角 正 清次清正濁次 i罰
開 高 ③ 。 園 牙 京 軽 撃 圏
牙 岡 康 。 園 音在 基 欺 岐 1尼
音 (以下省略) 歯 (以下省略)















「琉球国王之印」とあり、左には満州文字で l回 cio酔 runi wang ni doron 




























































































































( 1) ，閲篇」第7号(好文出版、 199C年)
( 2) ，中国語学， 226号 (1979年)
17 
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( 3) r大英博物館本蒙古字韻札記J ('人文』第8集、京都大学教養部、 1962年)
( 4 ) r古今韻会挙要に於ける口蓋f~について J ('中国文化研究会合報」第 l期第 l誌、
1950年)
( 5) ，中原音韻研究(重版本).(商務印書館、 1956年)
( 6) ，等韻源流』新序(商務印書館、 1957年)
























































(21)康寒鎮 r老乞大J r朴通事」研究， (台湾学生番局、 1985年)














(31)康照抄本 r甘氏家譜J ('曹雪芹家世新考， 50-51頁)による。
(32)宣統三年(1911)山陽丁氏刊本による。
(33)丁宝鐙『博青主先生年譜」参照。









氏「尚文武皇帝実録的原典J ('来方学紀要』第 2号、 1967年)により、その告成は崇徳元年
(1636)11月に比定されるものであるが、その中に中国語的主として固有名詞を満州語て・写し
た借用語が見られるという。そこでは、駐軍道ι旦旦忌旦旦doo(見母)・郁乗忠 cibing sung 
(rJe母)・百旦実 beli引のごと〈、牙喉音を硬口蓋歯茎破擦音摩擦音で写した例が数多く
見りれる。このことから氏は、上記番町作成された17'世紀初頭において、こ札らが舌面音で
発音される方言のあったことを推定された。これにより、 i前文実録資料に基く中国語の牙喉
音の舌面音化の年代は、さらに17世紀初期にまで引き上げられたことになる。
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